





　 This paper discusses the pronunciation of  unstressed words in Spanish by 
Japanese university students who are majoring in this language.  There have been 
few studies carried out on this theme from an experimental point of  view, though 
some previous articles have indicated the difficulties of  these words based on 
classroom observations.  This study aims to analyze characteristics of  learner 
pronunciation of  these elements mainly focusing on tonal movements with the 
aid of  a computer software program.  The results show that native speakers tend 
to pronounce concatenations of  unstressed words with a relatively stable tone; in 
contrast, Japanese students show more tonal movements in such cases.  Different 
tendencies are also observed between the pronunciation of  students who have 
experienced long-term stay in a Spanish speaking country and that of  those who 










































































　（1）文番号 11　Si nos lo dices en serio, ［es ridículo］.
　（2）文番号 6　 Como nos lo dice en serio, ［es ridículo］.
　（3）文番号 14　Los que lo sepan, ［que lo digan］.
　（4）文番号 25　Para que lo sepan, ［te lo digo］.
　（5）文番号 16　A su vecino le gusta el libro.
　（6）文番号 20　A su profesor le gusta el libro.
表 1　日本人大学生インフォーマントに関するデータ
インフォーマント番号 ①スペイン語学習期間 ②滞在経験 ③性別
2016_JPNF01 2 年半 長期滞在未経験 女
2016_JPNF02 2 年半 長期滞在未経験 女
2016_JPNF03 5 年 留学経験 女
2016_JPNF04 5 年 留学経験 女
2016_JPNF05 15 年 長期滞在経験 女
2016_JPNF06 2 年 長期滞在未経験 女
2016_JPNM01 8 年 長期滞在経験 男











　2.1．で説明した方法によって録音した .wav ファイルから，Sound it! 7 
Basic for Windows（株式会社インターネット）を用いて，分析対象となる部
分を切り出し，それぞれの .wav ファイルを作成した。さらにそのファイル
を音声分析ソフト Praat（Version 6.0.25）（Boersma & Weenink（2017））を使
用して音節単位にセグメンテーションした。その後，Praat の Pitch listing の
機能を用いてセグメンテーションした各音節の高さの平均値を求めた。単位
は st100（100Hz を 0としたセミトーン）である。その値を Microsoft Excel 
2013 でまとめ，グラフ化した。以下，このグラフを基に分析を進める。
3．結果
3.1．Si nos lo dice en serio,...
　文番号 11 の“Si nos lo dice en serio,...”では，図 1（a）から分かるように，
女性ネイティブスピーカー 2016_ESPF01 の発話においては，si の部分がや
や高いが，ピッチは無強勢語が 3つ連続する si から lo までの間 1 semitone
（以下，st とする）程度の狭い範囲で変動している。その後，強勢音節 di か
らそれに続く ce にかけて上昇が続く。一方，男性ネイティブスピーカー
2016_ESPM01 の場合，女性に比べて当該区間の変動幅が約 4st と大きくなっ
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ているが，例えば，その後の ce から en，en から rio へと動く下降・上昇と
比べると比較的穏やかな動き方と言える。
　図 1（b）はネイティブスピーカーの発話と長期滞在経験者の発話を比較
したものであるが，si から lo までの無強勢語のピッチ変動の様子はネイティ
ブスピーカーによる発話のそれとよく似ている。相違が見られるのはその後




る。図 1（b）と異なり，2016_JPNF03 および 2016_JPNF04 の発話で si から
lo へ向かって 3st ほど下降している様子が見える。一方，2016_ESPM02 と
2016_JPN02 は無強勢語の連続部分だけ見ると似た動きをしているように見
えるが，2016_JPN02 の場合，その後強勢音節 di で上昇することなく，その









図 1 (a)　文番号 11（ネイティブスピーカー）
図 1 (b)　文番号 11（ネイティブスピーカーおよび長期滞在経験者）
図 1 (c)　文番号 11（ネイティブスピーカーおよび留学経験者）
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3.2．Como nos lo dice en serio,...





最初の音節 co から lo までの動きは，1～ 2st の間におさまっており，これ
は 3.1. と共通する。
　ところが，日本人スペイン語学習者の場合，長期滞在経験者，留学経験者，
短期滞在経験者，いずれのカテゴリーの場合も，como から lo までの無強勢





逆に，強勢音節 di とそれに続く ce へ上がっていく上昇の幅がネイティブス
ピーカーに比べ，日本人学習者は小さい。これは 3.1. と共通する特徴である。





名による como から lo にかけての動きが類似している。すなわち，co から
mo に向かって一旦上昇し，mo を頂点として lo へ向けて下がっている。変
動幅も 3～ 4st と女性ネイティブスピーカー 2016_ESPF01 に比べて大きい。
一方，日本人男性インフォーマント 2016_JPNM02 の場合，como の co を頂
点としてそこから lo まで 4st 強下降している。2016_ESPM02 では同じ区間
で 1st ほどしか動いていないのと対照的である。強勢音節 di とそれに続く ce
へ上がっていく上昇の幅が，ネイティブスピーカーと比べた場合，日本人学
習者の発話では小さいという特徴は図 2（b）と同様である。
　図 2（d）では，2016_JPNF06 を除き，como の co を頂点としてそこから
lo まで下降するという，図 2（c）の 2016_JPNM02 と似た形状が示されてい
る。2016_JPNF06 のみは文頭から nos まで上昇し，ここで一旦 lo へ少し下
降した後，上昇へ転ずるという，他のインフォーマントには見られない動き
を見せている。
図 2 (a)　文番号 6（ネイティブスピーカー）
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図 2 (b)　文番号 6（ネイティブスピーカーおよび長期滞在経験者）
図 2 (c)　文番号 6（ネイティブスピーカーおよび留学経験者）
図 2 (d) 　文番号 6（ネイティブスピーカーおよび長期滞在未経験者）
日本人学習者によるスペイン語の無強勢語の発音
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3.3．Los que lo sepan,...








マントにおいても los から que にかけて下降が見られる。los と que の間，
que と lo の間，どちらで下降が始まるかのタイミングの違いはあるが，いず
れも 3～ 4st 下がっている。
　図 3（d）を見ると，2016_JPNF06 のみ los から lo へ 3st ほど下降している
一方，2016_JPNF01，2016_JPNF02 の発話では，ピッチ変動の形状はネイティ
ブスピーカーのそれと似ており，また，変動幅も 2st と同程度である。
図 3 (a)　文番号 14（ネイティブスピーカー）
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図 3 (d)　文番号 14（ネイティブスピーカーおよび長期滞在未経験者）
図 3 (b)　文番号 14（ネイティブスピーカーおよび長期滞在経験者）
図 3 (c)　文番号 14（ネイティブスピーカーおよび留学経験者）
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3.4．Para que lo sepan,...
　文番号 28 の“Para los que lo sepan,...”は，分析対象となった部分に限れば，
3.3. の los が para に変更され，無強勢音節が 1つ増えている点以外，語彙要








　図 4（c）では，2016_JPNF03 の発話において para の ra から que へ 4st 上










図 4 (a)　文番号 25（ネイティブスピーカー）
図 4 (b)　文番号 25（ネイティブスピーカーおよび長期滞在経験者）
図 4 (c)　文番号 25（ネイティブスピーカーおよび留学経験者）
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3.5．A su vecino le gusta el libro.
　文番号 16 の“A su vecino le gusta el libro.”では，文頭の 2語が無強勢語，3
語目の ve が無強勢音節であり，この部分を主に観察する。
　図 5（a）で，ネイティブスピーカーのインフォーマントによる発話にお
けるピッチの動きを見ることができるが，2016_ESPF01 は 3 つの無強勢音
節が続く間，比較的平板に推移し，その後，強勢音節 ci からそれに続く no
にかけて上昇が見られる。一方，2016_ESPM01 では，強勢前の音節 ve が
下がる。そこから強勢音節 ci に向けて 5st ほど上昇した後，それに続く音節
no へさらに上昇が続くという 2016_ESPF01 と同様の現象が観察される。




スピーカー 2016_ESPM01 と比較すると，最初の無強勢語である前置詞 a が
高い点がやや異なる。
　図 5（c）で，留学経験のある学習者の発話について見てみると，2016_
JPNF03 の場合，a から ve にかけて 2st ほど下降しており，その後強勢音節
図 4 (d)　文番号 25（ネイティブスピーカーおよび長期滞在未経験者）
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ci とそれに続く no を経て約 3st 上昇している。これに対し，2016_JPNF04
は逆に a は低くはじまり，次の無強勢語 su にかけて 4st 上昇する。次の音節
ve にかけて今度は 2st ほど下降し，強勢音節 ci にかけて再度約 2st 上昇する。
つまり，低→高→低→高という動きを示していることになるが，この動きは
男性ネイティブスピーカー 2016_ESPM01 の発話におけるピッチの動きとや





2016_JPNF01 の a から su への上昇幅が 4st とやや大きいが，形状はよく似
ている。後続する強勢音節 ci やその直後の no にかけてのピッチ変動幅は，
2016_JPNF02 を除き，ネイティブスピーカーのインフォーマントと比較す
ると小さいのはこれまでと同様である。
図 5 (a)　文番号 16（ネイティブスピーカー）
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図 5 (b)　文番号 16（ネイティブスピーカーおよび長期滞在経験者）
図 5 (c)　文番号 16（ネイティブスピーカーおよび留学経験者）
図 5 (d)　文番号 16（ネイティブスピーカーおよび長期滞在未経験者）
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3.6．A su profesor le gusta el libro.
　文番号 20の“A su profesor le gusta el libro.”では，分析対象となる最初の部
分に無強勢音節が 4つ連続する。すなわち，無強勢語の a と su，それに続く
無強勢音節 pro と fe であるが，文番号 16より，無強勢音節の数が 1つ増える。
　図 6（a）を見ると，女性ネイティブのインフォーマント 2016_ESPF01 は
最初の無強勢語 2つとそれに続く無強勢音節 pro は平板に発音し，その後
の無強勢音節 fe で下降した後，強勢音節 sor で 4st 以上上昇する。一方，男
性ネイティブのインフォーマント 2016_ESPM01 の発話では，su で約 2st 上
昇した後，その後に続く pro で約 3st 下降し，次の無強勢音節 fe までさらに













2016_ESPM01 と類似している点も 3.5．と同様である。fe から強勢音節 sor
にかけての上昇幅が 2016_ESPM01 の方が大きいという点も 3.5．と共通して






　図 6（d）を見ると，2016_JPNF02 と 2016_JPNF06 のピッチの動き方が，
比較的平板であり，変動幅が小さいという点で類似している。一方，2016_
JPNF01 は su が上昇し，その後下降している形状が，2016_ESPM01 の発話
に見られる形状と似ている。ただ，この3名の長期滞在経験のないインフォー
マントは，いずれも，無強勢音節 fe から強勢音節 sor への上昇幅が 1st 程度
と小さい。
図 6 (a)　文番号 20（ネイティブスピーカー）









図 6 (c)　文番号 20（ネイティブスピーカーおよび留学経験者）




















































＊ 本研究は 2016 年度南山大学パッヘ研究奨励金 I―A―2（一般）の助成を受け
て行われたものである。／ Este estudio se ha llevado a cabo gracias al fondo para 
investigaciones académicas Pache I―A―2 para el año académico 2016 de la Universidad 
Nanzan. / Funding for this study was provided by Nanzan University Pache Research 
Subsidy I―A―2 for the 2016 academic year.
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（1）　2016_ESPF01 の発話において，図 4（a）～（d）では pan が大きく下がっ
ているように見えるが，録音を聞くと，ソフトウェアによる分析の際，ノイ
ズを拾っているためではないかと考えられる。
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_
E
SP
M
02
男
ネ
イ
テ
ィ
ブ
0.3
03
53
9
0.6
23
07
5
0.0
42
99
3.1
66
61
2
7.8
28
87
6
20
16
_
JP
N
F0
1
女
長
期
滞
在
未
経
験
15
.27
20
4
16
.36
74
3
15
.50
68
2
16
.96
81
2
15
.96
13
7
20
16
_
JP
N
F0
2
女
長
期
滞
在
未
経
験
12
.98
65
1
14
.91
33
8
12
.97
23
4
13
.82
83
5
15
.78
22
7
20
16
_
JP
N
F0
3
女
留
学
経
験
16
.55
58
6
16
.39
59
13
.63
62
8
15
.29
76
9
6.0
81
33
4
20
16
_
JP
N
F0
4
女
留
学
経
験
13
.74
78
2
10
.42
16
9.5
01
18
8
11
.43
71
5
9.0
89
43
9
20
16
_
JP
N
F0
5
女
長
期
滞
在
経
験
12
.50
00
7
13
.02
51
4
12
.12
26
6
13
.67
46
3
15
.50
57
8
20
16
_
JP
N
F0
6
女
長
期
滞
在
未
経
験
17
.15
50
4
15
.55
13
14
.32
31
3
15
.53
77
7
15
.34
11
20
16
_
JP
N
M
01
男
長
期
滞
在
経
験
2.4
35
85
4
2.2
38
26
3
0.4
48
19
4
4.5
80
15
7
2.6
99
15
6
20
16
_
JP
N
M
02
男
留
学
経
験
1.0
45
19
9
－
2.3
77
57
－
2.5
80
31
－
2.3
15
89
－
3.8
03
4
泉水浩隆
66
【
文
番
号
25
】
性
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
pa
ra
qu
e
lo
se
pa
n
20
16
_
E
SP
F0
1
女
ネ
イ
テ
ィ
ブ
12
.76
92
6
12
.09
60
7
12
.41
53
2
11
.70
03
9
14
.35
61
6
1.7
80
93
1
20
16
_
E
SP
M
02
男
ネ
イ
テ
ィ
ブ
0.3
41
85
4
－
0.5
44
75
－
0.2
36
09
－
1.4
30
13
4.4
12
20
2
8.0
06
29
20
16
_
JP
N
F0
1
女
長
期
滞
在
未
経
験
15
.91
34
4
16
.32
73
7
16
.98
95
4
15
.31
57
1
16
.08
37
7
16
.65
70
2
20
16
_
JP
N
F0
2
女
長
期
滞
在
未
経
験
14
.34
07
6
11
.75
93
13
.47
22
9
12
.55
26
3
13
.40
05
8
14
.61
30
7
20
16
_
JP
N
F0
3
女
留
学
経
験
13
.40
89
8
12
.81
44
9
17
.09
85
4
14
.45
94
9
14
.10
38
8
4.4
49
50
2
20
16
_
JP
N
F0
4
女
留
学
経
験
11
. 32
92
5
11
.13
05
2
12
.14
23
2
11
.62
51
1
12
.56
78
4
9.5
91
58
2
20
16
_
JP
N
F0
5
女
長
期
滞
在
経
験
12
.06
52
11
.68
36
12
.77
15
8
11
.66
79
5
14
.00
16
3
15
.60
06
6
20
16
_
JP
N
F0
6
女
長
期
滞
在
未
経
験
15
.74
73
4
15
.30
54
9
16
.85
09
8
15
.46
35
4
14
.98
29
1
15
.29
18
3
20
16
_
JP
N
M
01
男
長
期
滞
在
経
験
0.9
12
73
8
0.1
90
23
4
0.2
45
65
5
－
0.6
76
81
1.9
03
21
3.5
54
67
2
20
16
_
JP
N
M
02
男
留
学
経
験
－
0.2
13
38
－
1.4
90
83
0.9
09
70
7
－
0.1
88
58
－
3.3
19
73
－
【
文
番
号
16
】
性
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
a
su
ve
ci
no
le
gu
s
ta
el
li
br
o
20
16
_
E
SP
F0
1
女
ネ
イ
テ
ィ
ブ
13
.52
95
5
13
.48
86
2
12
.95
25
2
13
.94
31
4
16
.53
84
3
13
.67
13
3
12
.08
85
11
.96
61
3
11
.27
52
5
10
.81
89
2
3.1
47
93
4
20
16
_
E
SP
M
02
男
ネ
イ
テ
ィ
ブ
0.7
20
76
3
2.0
20
64
4
－
0.9
44
25
4.7
85
51
1
7.2
99
36
0.3
13
95
8
1.7
76
51
2
3.4
66
51
0.2
40
63
8
－
0.6
72
87
－
0.2
97
06
20
16
_
JP
N
F0
1
女
長
期
滞
在
未
経
験
14
.54
18
5
17
.63
90
2
14
.97
50
6
16
.71
49
8
16
.09
49
5
13
.76
34
5
15
.15
21
17
.13
87
8
13
.65
31
12
.64
53
2
12
.36
37
3
20
16
_
JP
N
F0
2
女
長
期
滞
在
未
経
験
11
.83
32
6
14
.12
14
8
11
.73
58
14
.99
54
2
15
.99
26
1
13
.72
45
5
11
.97
87
7
14
.80
59
8
11
.80
78
1
11
.20
56
9
10
.35
90
9
20
16
_
JP
N
F0
3
女
留
学
経
験
16
.20
73
2
15
.37
09
2
13
.54
28
6
16
.05
21
4
17
.40
18
9
14
.54
40
4
14
.69
16
5
16
.41
05
5
12
.12
7
13
.18
44
7
11
.94
70
1
20
16
_
JP
N
F0
4
女
留
学
経
験
9.7
96
18
3
13
.63
57
4
11
.16
98
8
14
.18
63
8
13
.28
60
3
10
.24
23
2
7.7
43
79
7
11
.78
13
7
10
.28
26
6
9.6
86
71
－
2.5
09
03
20
16
_
JP
N
F0
5
女
長
期
滞
在
経
験
11
.99
75
4
12
.05
99
1
11
.48
70
6
13
.38
98
9
14
.98
15
6
13
.33
38
2
11
.13
73
2
12
.02
33
1
10
.56
84
2
9.2
19
98
6.5
20
31
4
日本人学習者によるスペイン語の無強勢語の発音
67
20
16
_
JP
N
F0
6
女
長
期
滞
在
未
経
験
15
.73
10
6
16
.96
61
15
.31
58
4
15
.96
93
9
15
.28
59
3
14
.72
38
8
14
.99
54
17
.36
74
4
15
.16
81
3
13
.75
36
6
13
.86
62
3
20
16
_
JP
N
M
01
男
長
期
滞
在
経
験
3.7
44
98
8
1.6
11
47
3
0.1
36
06
4
3.7
37
93
1
4.7
73
23
4
0.7
41
29
9
0.8
26
43
7
1.6
40
04
7
－
0.8
46
39
－
1.0
16
31
－
0.5
15
77
20
16
_
JP
N
M
02
男
留
学
経
験
－
1.2
39
89
－
0.8
14
43
－
1.5
69
57
0.6
98
86
3
－
2.5
46
62
－
2.1
23
32
－
2.3
78
39
－
2.5
78
63
－
3.9
63
51
－
3.6
48
7
－
4.0
33
38
【
文
番
号
20
】
性
別
カ
テ
ゴ
リ
ー
a
su
pr
o
fe
so
r
le
gu
s
ta
el
li
br
o
20
16
_
E
SP
F0
1
女
ネ
イ
テ
ィ
ブ
12
.59
62
2
12
.12
29
5
12
. 40
76
3
10
.01
49
1
14
.89
22
7
11
.73
50
7
5.7
68
75
9
12
.53
30
9
11
.32
73
8
10
.78
27
4
3.8
66
63
20
16
_
E
SP
M
02
男
ネ
イ
テ
ィ
ブ
1.7
74
79
8
3.6
11
11
2
1.2
29
17
7
0.4
82
27
4
6.2
51
84
8
4.3
87
87
8
2.3
16
51
4
3.2
35
62
9
－
0.4
80
07
－
0.8
10
33
－
1.7
79
19
20
16
_
JP
N
F0
1
女
長
期
滞
在
未
経
験
13
.93
29
9
17
.70
85
8
16
.01
05
9
14
.54
52
16
.24
23
7
14
.43
44
5
14
.28
00
9
16
.09
58
2
14
.07
99
4
12
.19
71
3
11
.62
76
5
20
16
_
JP
N
F0
2
女
長
期
滞
在
未
経
験
12
.27
46
8
13
.35
40
1
12
.66
21
6
12
.80
71
4
14
.16
96
9
12
.49
93
3
11
.97
46
6
15
.07
17
8
12
.55
18
4
7.9
77
18
8
11
.92
74
5
20
16
_
JP
N
F0
3
女
留
学
経
験
16
.48
76
15
.34
29
5
14
.07
72
6
13
.70
37
1
16
.20
29
3
12
.09
16
5
14
.87
25
7
18
.15
96
7
13
.66
33
8
12
.36
45
9
11
.20
11
1
20
16
_
JP
N
F0
4
女
留
学
経
験
11
.63
47
9
13
.89
14
6
11
.51
70
9
10
.47
47
9
13
.42
01
6
10
.06
55
7
10
.93
81
5
12
.08
66
7
10
.14
67
2
9.4
24
34
6
0.4
62
74
20
16
_
JP
N
F0
5
女
長
期
滞
在
経
験
12
.00
48
1
11
.73
45
1
11
.81
81
7
11
.64
32
6
14
.35
93
6
8.1
88
28
1
10
.86
78
4
12
.13
10
2
10
.69
34
8
8.9
18
40
5
7.2
99
45
20
16
_
JP
N
F0
6
女
長
期
滞
在
未
経
験
16
.64
07
8
16
.56
94
1
15
.43
60
6
15
.33
32
8
17
.20
31
9
15
.18
83
8
15
.01
17
17
.87
63
15
.22
08
13
.34
09
2
12
.94
14
5
20
16
_
JP
N
M
01
男
長
期
滞
在
経
験
1.4
29
86
4
2.3
08
12
5
1.7
61
53
2
－
0.1
47
45
3.4
97
28
5
2.5
24
11
8
0.7
44
71
4
0.8
04
06
3
－
1.3
50
5
－
1.9
31
02
－
0.7
16
76
20
16
_
JP
N
M
02
男
留
学
経
験
－
0.8
33
19
－
2.4
62
9
－
1.6
30
13
－
1.7
29
02
1.2
59
46
9
－
1.4
18
35
－
2.1
76
98
－
3.8
2
－
4.9
78
21
－
3.7
64
08
－
4.0
45
75
